絵本を題材とした活動が絵本への関心や知識に与える影響 : 保育者養成校におけるICT導入の試み by 村上 太郎 et al.














































































































































Q1. あなたは、絵本をどの程度好きですか？ Q2. あなたは絵本にどの程度興味がありますか？
事前 事後 事前 事後
非常に好き 22 29 非常に興味がある 16 21
まあまあ好き 63 51 まあまあ興味がある 61 54
あまり好きではない 0 5 あまり興味がない 6 10
まったく好きではない 0 0 まったく興味がない 1 0
Q3. あなたは、現在、絵本をどのくらい読んでいますか？ Q4. あなたは、絵本は普段どのように探しますか？
事前 事後 事前 事後
しょっちゅう読む 1 0 インターネット 21 26
ときどき読む 19 26 書店・図書館 65 72
あまり読まない 40 32 口コミ 18 24
まったく読まない 25 27 雑誌・新聞 11 8
その他 2 2
Q5. あなたは、絵本を探す作業は楽しいですか？ Q6. あなたは、子どもに絵本を選ぶ作業を難しいと思いますか？
事前 事後 事前 事後
非常に楽しい 24 25 非常に難しい 12 10
まあまあ楽しい 55 53 まあまあ難しい 45 54
あまり楽しくない 5 6 あまり難しくない 27 21
まったく楽しくない 0 1 まったく難しくない 1 0
Q7. (Q6.で①②を選んだ人）どういった点が難しいと思いますか？ Q8. 保育者の立場として、絵本選びのポイントは何だと思いますか？
事前 事後 事前 事後
興味を引く内容 41 44 ① ストーリー 52 52
発達段階にあわせた 35 47 ② 色彩や絵の雰囲気 46 47
そもそも分からない 5 4 ③ 対象年齢 24 43
自分では選びきれない 25 24 ④ 価格 1 2
よしあしの判断 4 6 ⑤ 作者 2 0
保育の導入 10 11 ⑥ 子どもの興味・関心 63 64
その他 0 0 ⑦ 行事 6 8
⑧ 自分が読みたいものかどうか 4 8
Q9. 保育者として、絵本の知識はどの程度必要だと思いますか？ ⑨ 擬音語・擬態語の多いもの 20 9
事前 事後 ⑩ 言葉の表現の仕方 34 31
非常に必要 52 57 ⑪ 発達段階にあったもの 44 67
まあまあ必要 29 28 ⑫ 発達を見越したもの 9 14
あまり必要ない 0 0 ⑬ メディアでの評判や口コミ 4 6
まったく必要ない 0 0 ⑭ ベストセラーのもの 4 4

















































結果、絵本タイトル知識測定リストの得点においては、事前（M = 11.96, SD = 5.46）より事後（M = 
14.44, SD = 5.15）の方が有意に高いことが示された（t（84） = 6.12, p < .001）。また、絵本作者知識測
定リストの得点においても、事前（M = 2.40, SD = 2.21）より事後（M = 3.67, SD = 2.44）の方が有意








事前 事後 事前 事後
1 もけら　もけら 8 15 1 せなけいこ 14 17
2 きゅうりさんととまとさんとたまごさん 3 4 2 川田健 0 1
3 ぼくのくれよん 55 61 3 太田大八 0 0
4 じゃあじゃあびりびり 6 8 4 渡辺茂男 2 5
5 がたんごとんがたんごとん 30 37 5 佐野洋子 7 7
6 ねこ ねこ こねこ 14 18 6 あまんきみこ 26 42
7 ぐりとぐら 79 85 7 かがくいひろし 2 3
8 とべバッタ 9 10 8 谷川俊太郎 46 61
9 どろんこハリー 28 36 9 瀬川康男 1 3
10 ひとまねこざる 6 6 10 なかがわりえこ 15 23
11 きかんしゃやえもん 6 8 11 あきやまただし 8 7
12 しっぽのはたらき 0 1 12 長新太 0 1
13 しろくまのパンツ 14 36 13 馬場のぼる 0 0
14 三びきのやぎのがらがらどん 47 54 14 島田ゆか 6 8
15 ティッチ 3 5 15 なかえよしを 3 3
16 きょうはみんなでクマがりだ 2 3 16 林明子 13 12
17 三びきのこぶた 82 83 17 鈴木のりたけ 1 1
18 11ぴきのねこ 55 66 18 五味太郎 5 7
19 おふろでちゃぷちゃぷ 19 23 19 かんざわとしこ 0 3
20 きつねのかみさま 6 11 20 なかやみわ 10 19
21 おばけのバーバパパ 65 73 21 松谷みよ子 6 15
22 とりかえっこ 7 9 22 真珠まりこ 2 5
23 ねずみのすもう 24 31 23 木下順二 4 4
24 しましまぐるぐる 2 1 24 いわむらかずお 9 24
25 まっくろネリノ 3 3 25 さとうわきこ 4 5
26 おおきなかぶ 76 82 26 赤羽末吉 1 3
27 はらぺこあおむし 81 85 27 つちだのぶこ 5 8
28 どんどこももんちゃん 3 6 28 にしまきかやこ 2 0
29 ぶたたぬききつねねこ 24 26 29 松居直 0 1
30 てぶくろ 54 65 30 わかやまけん 6 8
31 ガラスめだまときんのつののヤギ 2 2 31 寺村輝夫 0 0
32 ねないこだれだ 42 50 32 香山美子 0 1
33 いいおかお 7 11 33 あきびんご 0 0
34 しろくまちゃんのほっとけ－き 45 63 34 柴田愛子 0 0
35 くろねこかあさん 5 5 35 大川悦生 0 1
36 ピーターのくちぶえ 3 3 36 入山さとし 2 5
37 いないいないばあ 62 79 37 いまえよしとも 1 2
38 しずかなおはなし 1 2 38 瀬田貞二 2 1
39 だるまちゃんとてんぐちゃん 32 48 39 星川ひろ子 1 2
40 しょうぼうじどうしゃじぷた 7 13 40 岩井俊雄 ―― ――









11.94, SD = 5.48）より事後（M = 14.42, SD = 5.18）の得点が有意に高いことが示された（F（1, 82） 
= 33.7, p < .001）。ぴたりえの主効果については不使用群（M = 12.43, SD = 4.78）より使用群（M = 
14.45, SD = 6.30）の得点が高いことが有意な傾向として示された（F（1, 82） = 3.28, p = .073）。交互
作用はみられなかった。
　続いて、絵本作者知識測定リストに関する分析の結果、ぴたりえの主効果がみられ、不使用群（M = 
2.61, SD = 1.94）より使用群（M = 3.79, SD = 2.95）の得点が有意に高いことが示された（F（1, 82） = 
6.37, p = .013）。また、時期の主効果もみられ、事前（M = 2.40, SD = 2.23）より事後（M = 3.69, SD 
= 2.45）の得点が有意に高いことが示された（F（1, 82） = 36.3, p < .001）。交互作用はみられなかった。
これらの結果をまとめると、事後における得点の向上がみられたこと、そしてぴたりえ使用群において絵本
タイトル知識測定リスト、絵本作者知識測定リストの双方で得点が高かったということが示された。
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Abstract
The current study aimed to examine whether the student’s knowledge of the picture books would 
increase by approaches to conduct a class themed on picture books and to set up the picture book search 
system, ‘Pitarie.’ We designed before-after survey, and 85 students answered the questionnaire on the interest 
in picture books, the title and author recognition tests to measure knowledge of picture books. Results showed 
that students tended to be focused on the age and developmental stage of children when choosing picture 
books. And the amount of knowledge about title and author of picture books in post-survey were significantly 
higher than pre-survey. On the other hand, many students did not use Pitarie, the agenda of the utilization of 
ICT was emerged.
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